
























































































即ち、「Wherever I go there is the capital of China, and there resistance can be offered. Wherever I 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































（62） 「ハル・ノート」（Hull note）とは、正式な名称は「Outline of proposed Basis for Agreement 
Between The United States and Japan」（「日米協定基礎概要案」）である。太平洋戦争開戦直前
の日米交渉において、1941年11月26日にアメリカ側から日本側に提示された交渉文書であ
る。日米交渉のアメリカ側の当事者であったコーデル・ハル国務長官の名前からこのように
呼ばれている。当日、アメリカ側は「三国同盟破棄、中国撤兵はおろか、『満洲国』否認ま
で要求した『ハル・ノート』を日本に提示した。当時は中国はともかく、『満洲国』につい
ては黙認しようとする傾向が国際的にも強まっていただけに、『ハル・ノート』は、日本にとっ
て、全面的屈伏か開戦かの『最後通牒』に等しかった」。（児島　2008: 29）
（63） （吉田曠二　2012: 423）参照。
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撃（即ち真珠湾攻撃（64））を行った。この奇襲攻撃により、アメリカ海軍の
太平洋艦隊の戦力は低下になり、日本海軍は西太平洋海域の制海権を先ず
確保し、これにより当面の南方作戦を成功裏に終えた。このように、日中
全面戦争はついにアジア・太平洋を含む世界戦争へとその枠組みを拡大し
始めることになった。
　ところで、日本軍による重慶戦略爆撃は1941年をピークにして、その
後次第に下火になり、1943年８月まで断続的に続けられたが、結果的に
は南方作戦の行き詰まりにより中止になった。その主たる理由は太平洋戦
争で日本海軍が敗北したためである。即ち、1942（昭和17）年６月のミッ
ドウェー海戦の大敗北と1943年２月のガダルカナル島からの撤退、この
２つの作戦の敗北により、陸軍参謀総長杉山元が結局重慶を攻略して、蒋
介石政権の屈服を目指す四川作戦（五号作戦（65））を取りやめることになっ
た。
おわりに
　以上の論説に基づいて、次のような結論がまとめられる。
　第一に、1937年７月７日の盧溝橋事件後、陸軍上層部の無謀で、現地
の日本軍は中国の広いスペースを無視し、中国軍民の抗戦意欲と不屈精神
を見下して、漸次華北から戦域をほぼ中国全土へ拡大した。特に、1938
年12月末から日本陸海軍は重慶戦略爆撃に踏み切り、その後1943年８月
まで継続していた。しかし、日本軍による重慶無差別爆撃の蛮行が中国軍
（64） この日本軍による奇襲攻撃作戦は成功し、「アメリカ軍の４隻の戦艦が撃沈され、このほ
か戦艦４隻、軽巡洋艦４隻などが大破、破壊された航空機は231機にのぼった。米軍の死傷
者は3681名、民間人の死者は103名である」。（吉田裕・森茂樹　2007: 128‒129）。
（65） 南太平洋方面の初戦が一段落した昭和17（1942）年に、中国問題の根本解決を図るため、
五号作戦が立案された。この五号作戦とは、「四川省に進攻し、重慶、成都などその要域を
占領せんとした作戦（実際は、計画、準備にとどまった）の秘匿名称である。本作戦は『四
川作戦』という方が適確であるが、一般的には『重慶作戦』とも言われた。」それは、支那（中
国）派遣軍を増強し、その主力を持って、昭和18年春季ころ以降実施する予定で、大命、
参謀総長指示も発令され、大本営以下計画、準備、訓練を実施したものである。しかし、昭
和17年８月から展開された南太平洋方面（ガダルカナル島）における日米の攻防戦以降、
全般戦局は日に日に我（ママ）に非になったため、この計画、構想もついに立ち消えになっ
てしまったものである」。（防衛庁防衛研究所戦史室　1972: 9）
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民の抗戦意志を消滅させるどころではなく、彼らの抗戦意欲と不屈精神を
激発するようになった。即ち、重慶の国民政府軍は日本軍に屈服せず、頑
強に抵抗を継続しているとともに、重慶の民衆も愛国心、民族魂を持って
日本軍の侵略を跳ね返した。その結果、重慶戦略爆撃は対米開戦を前に蒋
介石の重慶政権を屈服させる目的が達成できなかった。むしろ日本の陸海
軍が連日の長距離爆撃で疲労し、パイロットと多量の航空燃料や戦略物資
などを消耗した。その消耗を補う打開策として、日本の戦争指導者はさら
に対中全面戦争継続の道を堅持し、新たなる豊富な戦争資源を求めるため、
軍事目標を「北進」から「南進」へと移すことになった。したがって、重
慶戦略爆撃の歴史的意義は、日本政府の国策を「北進」から「南進」へと
転換させることにあると言って良いと思われる
　第二に、日中全面戦争が勃発した以降、中国軍は、国民政府軍も共産党
軍もともに、中国大陸の広さを充分認識し、時間と空間の概念を用いて、「空
間を以て時間に換える」という「長期持久戦略」で日本軍と戦う方針を確
立した。この対日戦略の指導のもとで、蒋介石の国民政府は首都を南京か
ら漢口、さらに内陸の奥地である重慶へと移転し、日本軍の侵略に継続的
に抵抗していた。これによって、中国軍も漸次奥地に退却し、日本軍を中
国大陸の各地に分散、疲弊させ、日本軍との長期持久戦に突入した。この
「持久戦論」はこれ以降日本軍を大いに悩ませることになった。さらに太
平洋戦争が勃発した後、それは現実のものとなり、日本軍を広い空間で苦
しめることになった。こうして、日本軍は日中全面戦争から漸次太平洋戦
争へとその戦域を拡大することになった。
　第三に、当時、遠藤三郎は陸軍第３飛行団長として、重慶爆撃を直接指
導するとともに、重慶爆撃の戦略的効果に疑問を持ち、「重慶爆撃無用論」
を陸軍の上司に建議した。遠藤にその冷静さを取り戻させた要因は、この
論文で論じたような彼の重慶爆撃の実体験にあると思う。この重慶爆撃の
戦場で、彼は戦争の無惨さや、日本軍人の征服欲、作戦拡大の野心などを
体験したため、時には陸軍上層部に漸次一歩距離を置いたことになる。し
かし、遠藤は比較的冷静と言われる軍人であったが、一旦戦争が拡大され
ると、日本陸軍の組織に属する軍人として、軍事的拡大の渦から脱出する
ことができなくなった。即ち、彼は戦争の拡大に伴い、不本意ながら、そ
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の職責上時に勇ましく戦うとともに、作戦参謀としてはその作戦計画を立
案し、各種の戦略や戦術などに積極的に関与し、言わば戦争の論理に従っ
て行動した。それは軍隊という組織に属するエリート軍人の宿命であった
と言ってよいと思われる。その結果、彼はさらなる作戦の渦の中にその身
を投じ、日中戦争から漸次アジア・太平洋戦争への泥沼に巻き込まれてい
くことになった。
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